
豊中市立（仮称）南校・校名募集結果まとめ  

【募集期間】令和 5年（2023 年）1月 10 日～2月 13日 

【応募数】一般：101 件／児童生徒：413件 

【区分（一般）】①市民：58件／②在勤・在学 26件／③卒業生 15件 

【年代（一般）】 

9 歳以下 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 歳以上 

3 件 0 件 5 件 11 件 31 件 12 件 11 件 6 件 1 件 

 

【テーマ】 

テーマ 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 ひまわり 3 19 

 ひまわりのように、前を向いて、子どもたちに元気にのびのびと成長して欲しいから 
 学校が庄内の南側に位置していて、南をいつも向く「ひまわり」にちなんで 
 さくら学園が花の名前なので、老若男女覚えやすく明るいイメージの「ひまわり」にしま
した。 

 ひまわりは、太陽のむきにむくからみんな前に進んでいこう言う思いがあるから 
 ひまわりのように高くほこらしく育ってくれればなという意見と、ひまわりのようにすくすく
育ててくれればなという意見でひまわり学園にしました 

 四つ葉 
 四ッ葉 
 よつ葉 
 よつば 

8 10 

 ５校が統合する庄内さくら学園は、５枚の花びらが合わさった花。南校は４校が統合
するので四つ葉にしました。 

 四ッ葉は願い事が叶うと言われていることから 
 幸せの四つ葉のクローバーからヒントを得て 
 皆が思いやり、助け合い、楽しく過ごせるように 

 あおぞら 
 青空の雲 
 空色 
 大空 

3 12 

 さわやかな印象が浮かぶ「青空」を思いつきました 
 「しっかり勉強して、成長して、青空に羽ばたいてほしい」という意味を込めて 
 「あお」は青春の青でもあり、学童期から青春期に差し掛かる過程で、家庭や友達はも
ちろん教師も一緒になって、地域社会の中で様々なことを学ぶことができる学校あっ
てほしい 

 「そら」には、子どもたちに広がっている未来を、高く青い空のイメージと重ねるととも
に、将来に向けて大きく羽ばたいてほしい 

 青空を見ている時のように明るく、気持ちよくすごせるような学校にしたい 
 大空のように心や思考が広く大きくなってほしい 

 もみじ 
 楓 

1 14 

 桜に対する言葉 
 葉一枚でも美しく、まとまってみるとさらに美しく迫力のある楓のような成長を願って 
 もみじの赤色は、元気を表す。未来をてらしていく学校にしたい。子どもの活発さを赤
色を選びました。 

 花言葉でもみじは「大切な思い出」で、学園に行く子に 1 つ 1 つを大切な思い出にし
ていってほしいからです。 

 みらい 
 MIRAI 

3 10 

 すべての子どもが未来に希望を持てることを実感する学校であってほしい 
 南校に来ることによって、素晴らしい先生や仲間と出会い、人と交わること生きること
のすばらしさと喜びを学び、自分はかけがえのない存在であることを自覚し、自分自身
をいつくしみます。その気持ちは自分が将来に夢を持って羽ばたく力となり、未来を切
り開き自分自身を信じる力となります。たとえ挫折したとしても再び立ち上がることので
きる強い心を持つことができる。そんな未来に希望を持てる子どもたちの学校であって
ほしい。 

 日本の「みらい」を担う子どもたちが、南校でたくさんのことを学び、たくさんの経験をし
て「みらい」に向かって立派に羽ばたいていく姿を想像しながら、その子どもたちの「み
らい」が素晴らしいものとなってほしい 

 ひかり 
 光 

3 9 

 校区内の複数の町名の由来ともなっている大島光義より「光」の一字を拝し、庄内さく
ら学園と対になるように 

 「ひかり」は、地域を流れる神崎川や旧猪名川の水面に反射する陽光や、この学校へ
通う児童生徒の明るい笑顔や未来にも通ずる 

 すまいる 
 スマイル 
 みんなスマイル 

1 10 
 子どもたちが、毎日笑顔で通える学校でありたいから 
 みんながずっとスマイルでいるために 
 みんな、えがおですごしてほしい 



テーマ 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 すみれ 
 菫喜（スミレキ） 

4 7 

 すみれという花言葉は、素直、謙虚、小さな幸せ。子供が素直に謙虚にそして小さな
幸せを毎日みつけられるような学園生活を過ごせるように。 

 さくら学園と同様に綺麗な花の名前になるように 
 コロナ禍で綺麗なすみれの花が咲いている学園に期待と夢を乗せて 

 なないろ 
 にじいろ 
 レインボー／虹 

3 7 
 虹を見れば幸せになれるとよく言われるため、みんなが幸ち多く成長して欲しい 
 虹は色々な色が合体して綺麗にできているため、子どもたちがそれぞれ持つ色が団
結して素敵な学校生活を作り上げてほしい 

 ローズ 
 バラ 
 のばら 

5 5 
 豊中市の市の花がバラなので 
 きれいだし、赤色であたたかい色だし、きもちもおちつくと思ったから 
 ノバラの花言葉、上品な愛らしさ・素朴な愛らしさが子供たちの姿を連想させます 

 きらきら 
 キラかわ 

 9 
 みんながたすけ合ったり教え合ったりする学校になってほしい 
 みんなが目をきらきらと目をかがやかせる 

 なかよし 
 なかま 

 9 
 みんなで仲よくすごせるように 
 みんななかよしな学園がいいから 

 えがお／笑顔  8 
 笑顔でいっぱいにしたい 
 みんな笑顔になってほしいから 

 のぞみ 3 4  学ぶ子供達に望みを叶えて！という希望を込めて 

 ひらめき 
 ピカピカ 
 ピンピカ 

 7 
 きらきらひかってみんなひかってほしいから 
 ぴかぴかしてきれいだから。ぴかぴかして、きもちがいいから。 

 さくら 
 桜道 

 6  さくらがおおかったらいいなーとおもいました 

 つばさ 4 2 

 第七中の校歌「互いの翼つらね合い～世界へ空へとびたたん」から、4 校の互いの翼
をつらね合い、子どもたちが新しい学び舎で学び、世界へ羽ばたいてほしい 

 自分の道を自由に大空にむかってはばたいてほしい 
 「つばさ」という言葉が、希望のある印象で親しみやすいことから、「たくましく社会に貢
献していく人間になってほしい」という願いを込めて 

 たけのこ 1 4 
 竹の様に、大きくなる、のびていく、そんな子共でいてほしい、なってほしい。 
 竹は、竹細工、竹炭、竹商品など色々な者に変わっていくため、子供たちも色々な道
へ進んでほしい 

 たんぽぽ 1 4  暖かい季節、学校の始まる春に咲く花、強い花だから 

 にこにこ  5  みんながにこにこでこれる小学校にしたいから 

 へいわ／平和  5 
 みんながケンカをせずいつもどおりのせいかつができるといういみ 
 平和な学校になってほしい 

 みなみ 1 4  市の南。皆見、皆実、美波（川沿） 

 元気  5  みんなが元気で笑える学園がいいから 

 あおば 
 青葉 

2 2 
 新芽が青々と生き生きと育っていくように、子供たちも成長していってほしい 
 勢いよく茂る葉のように子どもたちが素敵に成長出来る場所になってほしい 

 かがやき 3 1 

 在校生はもちろん、卒業後も輝いてイキイキとした生活を送って欲しいから 
 庄内地域がもっと活性化し輝きに満ちて、魅力ある町になってほしいという願いを込め
て 

 一人一人の個性・特徴を生かし「個人が輝き」ながら、家族や友人だけでなく世界中
の多くの人々に夢や希望や感動を与えられる人材を育てる・育つ学園 

 コスモス／秋桜  4 
 秋桜のように、色んな色があって、色んな人がいるっていう学校にしたい。 
 嫌なことや辛いことがあっても、心がお花、コスモスのように穏やかにすごしてほしい。 

 たいよう／太陽  4 
 みんなが太陽のように元気になってほしい 
 友情とか情熱の色は赤のイメージが強いので 

 みどり 2 2 

 阪神高速や伊丹空港に囲まれた立地のなか、神崎川や緑地公園もあり、豊中の『豊
か』という字から連想して人も緑も豊かな中で成長してほしい 

 小さな苗木（子ども）が大きく成長し大樹となりまっすぐに天まで届くように…。その大
樹の下で地域の老若男女が集い語り笑っている学校になればいいな 

 あさがお  3  やる時はやる、遊ぶときは遊ぶという、朝顔のように切りかえができる子でいてほしい 

 しあわせ  3  みんながしあわせな学校になってほしいから。 

 たちばな 3  

 庄内さくら学園と対になるような名前が、南北２校の絆、南部地域全体の団結に資す
るのではないかと思うと、梅か橘。既に梅花の名を冠する学校がある一方、橘の名を
冠した学校は大阪府内にはないため。 

 “さくら”と対をなす樹木を考え、「左近の桜、右近の橘」を想起。橘は、平安京紫宸殿
（京都御所）や平安神宮に植えられている植物で、古来より長寿の象徴である樹とし
て伝えられている。長寿を若々しさと解釈し、暑さや寒さに負けることなく、溌剌と勉学
やスポーツに励んでほしい 



テーマ 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 なみはや 3  

 旧第六中の校歌の歌詞「なにわの北の豊中の」にもあったので、継承していきたい。な
にわ大阪を背負って立つ気迫を感じる。 

 南校校区の地名には、大島、洲到止、島江、神州、菰江と、水にちなむ名称が含ま
れています。また、七中と庄内西小の校歌には、古来より大阪の発展をもたらした淀
川のシンボルであった「葦」が歌われており、支流である神崎川の、水の恵み、水の力
強さ、のイメージが似合うと感じます。 

 ハッピー  3  ハッピーのようにケンカしないようににぎやかでいてほしい 

 パワー 
 パワーアップ 

 3 
 パワーがあればなんでもできるから 
 自分の力で、宿題を、おわらせる 

 ゆうのう 
 優秀 

 3  あたまよくちゃんと元気よく卒業できる学校 

 楽楽 
 楽笑 

 3 
 みんなが楽しく笑顔な学校！ 
 みんなに楽しく笑って過ごして欲しいから 

 轟  3   

 百合 
 白ゆり 

1 2 
 華やかなさくらに匹敵する、真っ白な白ゆりは純粋な子ども達を現しているから 
 百合みたいに、きれい、やさしい、美しい学校になってほしいから 

 あさひ  2   

 きらり  2  みんなが、きらっと輝いてほしい 

 こころ／心 1 1 

 庄内さくら学園と対になるような名前の方が、覚えやすさや、親しみやすさがあるかな
と考えました 

 こころを豊かに育み、人と人との繋がりを大切に感じられる学校であってほしい 

 みんなで気持ちを伝えあってけんかやいじめをなくす。心にやさしい学校。 

 なの花／菜の花  2  花言葉が「明るい」という花言葉だから 

 はるかぜ 1 1  春の風のような暖かい学校になってほしい 

 みのり 2  
 実りある学校生活を送ってほしい 
 この統合が大きな実りある成果となってほしい 

 わかば 
 若葉 

2  

 若々しく柔らかな時代を、胸を張って伸びやかに育ってほしい 
 庄内を誇りに思って欲しい 
 すくすくと、のびのびと太陽の陽を受け、未来ある、個々の可能性を大きく伸ばし、成
長していく願いを込めて 

 それぞれの若葉が育ち、力を併せ、やがて豊中を、日本を、担う大人となることを期
待します 

 愛一心／一心 1 1  みんなの愛と心が一つになった学校 

 花さき／花  2  花がいっぱいさくから 

 楽しい  2  みんなが楽しんだら元気で勉強できるから 

 希望 
 希望星 

 2 
 未来に希望をもてる学校、一等星のように全員が輝ける学校に 
 ”星（せい）”には一生懸命生きてほしいとう意見をこめました 

 金犀 
 金木犀 

1 1  豊中市の木の名前だから 

 自由  2  一人一人が自由に学べる学校で、一人一人の個性を咲かせてってほしい 

 春／春色  2 
 春という美しい季節。そのような明るくきれいな笑顔あふれる学校になってほしいか
ら。そして、その学校が春色に染まってほしいから 

 庄栄 2  
 今までの伝統を継承しつつも、新たな庄内を築き、栄えてほしい 
 庄内さくら学園校区になった庄内栄町の名残として 

 青春  2  中学は青春だから 

 千内  2   

 梅 
 梅ノ心 

 2 
 梅の花言葉は「澄んだ心」。澄んだ心とは、くもりない心を表します。そんな心になれる
ような学校がいいです。 

 明り  2  みんな元気で明かりが灯っているような学校がいいなと思ったから 

 あざやか  1  あたらしいきれいな学校に通えるから 

 あすなろはぐくみ 1  

 ヒノキ科の常緑樹である「あすなろ」の木、日本に古来より存在している 
 「檜のように明日はなろう」という前を向く強い気持ちを持ち、その気持ちを育む環境を
併せ持つ学校になってほしい 

 地域の大人達が子どもたちを見守りながら、ともに成長し豊かなこころを育める学校に
なってほしい 

 できれば、学校にシンボルツリーとして「あすなろの木」を敷地内に植樹してほしい 

 あつまる  1  いろんな小中学校が集まるから 

 いちょう 1   春の花に対して秋の実(銀杏)と紅葉を選択 

 イルカ  1   

 いろいろ  1  いろいろな学校がつながるから 

 エール  1  みんながエールを送られるように。元気がでるように。 



テーマ 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 カランコエ  1 
 カランコエの花言葉は「たくさんの小さな思い出」。学校でたくさんの思い出を作ってほ
しいから。 

 きずな  1  絆が深くて、助け合えるような人がいる学校になってほしい 

 きのこ  1  きのこはどんなところにも生えるから、いろんなことに挑戦するように。 

 きらめき 1   キラキラ光り輝く子どもになってほしいという願いで 

 こども  1   

 さわやか  1  毎日、爽やかで、笑顔でいられるように！ 

 シャイン  1  みんな笑顔で輝いてほしい。きらきらな学校だと思ったから。仲良く楽しく輝くから。 

 しょういく  1  みんなが小学校にちゃんと行くようになってほしいから 

 せせらぎ 1  
 川の流れのように子供たち一人ひとりの小さな力を合わせることで大きな力（流れ）と
なり、地域で暮らし、成長していく中で社会に貢献していけるような人になってほしい 

 タンクトップ  1  タンクトップでもかぜをひかないように 

 ちとせ 1   子どもたちにとって、千歳（ちとせ）たっても思い出に残る学校となりますように 

 チャレンジ  1  チャレンジすれば、楽しくなったり、できるようになることが増えるから 

 つき山  1  千成小学校につき山があったから 

 ツバキ  1  さくら学園の名前がいいなと思ったから 

 つばめ 1   つばめのように元気に育ち、巣立つように 

 ともだち  1   

 なずな  1  なずなは花びらが 4 枚だし、この小中一貫校は 4校集まるから 

 なでしこ 1   さくら学園と名前をそろえる方が良いのかなと思ったから 

 はなまる  1   

 ポカポカ  1  みんなの笑顔があつまった学校にしたいから 

 ポプラ 1  
 さくら（桜）に対抗して 
 もみじ（紅葉）より、散りにくいから 

 まなび  1  みんなが楽しく学ぶ場所になると良いと思った 

 まほろば 1  

 「まほろば」とは、素晴らしい場所、すみやすい場所という意味があります。 
 学問だけでなく、自己愛を育てる場所であってほしい。自分自身に何ができる、できな
いではなく、ありのままの自分を安心して受容でき、それを教えてもらえる場所。ただ
生きていることを尊いものとして大事にできる場所であってほしい 

 こども、教職員にとって、そこにいていい場所として、通っている間も、そのあとの人生
ものびのびと生きられる源となる学校になってほしい 

 マルチ人財 1  

 マルチは、これからどのような多様化が進んでも、その人なりに適応できる人材を育
み、教育者も生徒のあらゆる行動変容に受容し常に変化し、お互いに将来の社会生
活の財産となることを願い、各自が宣言して生きれるように人的・物理的環境を提供
する場所(園)という考え方で決めました 

 みなけん  1  みんなが健康であるように「みんなけんこう」を略して 

 みなみの森 1  
 神崎川の風を感じ、自然豊かな学校で、子どもたちが伸び伸びと健やかに過ごせるこ
とを願って 

 みのり  1  みのりと言う意味は、いっぱい育つと言う意味で、その言葉にしました 

 みんな  1   

 みんなの喜ぶ  1   

 やさしい  1  けんかや、悪口を言い合わない 

 ゆうき  1  ゆうきをもって行こうとする気があるとすごいから 

 ゆうぐがいっぱい  1  友達と思いっきりあそべるから 

 わかち  1  みんなが分かち合ったり、尊重し合ったりして、学校をクラスを作っていってほしいから 

 永西  1  永遠に続くように 

 英雄  1  みんなが英雄だから 

 王さま  1  ピカピカだから 

 歌  1  みんながうたでげんきになるように 

 叶う  1  夢を叶えられるようになってほしいから。未来に希望を！ 

 輝豊 1  
 子ども達にとって希望に満ち溢れた明るい未来に祈りを捧げて、輝豊学園としました 
 この先、輝く豊かな子供たちのために。この先、輝く豊中市のために。この先、輝く豊中
市民のために 

 結心（ユウシン） 1  

 自分を振り返ると、小中学校の時期はいじめが多かった。相手の立場に立って相手の
心を思いやる教育ができる学校にしてほしい。 

 心を結び合うという意味で「結心」という名前を考えました。 
 心の発達に与える影響がとても大きい大切な時期に、人と人とのコミュニケーション能
力を培うことに重きを置いてほしい 

 幸  1  みんなが卒業するまでずっと幸せでいられるように 

 幸才  1  しあわせで、才能がある子がいる学校 



テーマ 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 幸世風（コウセイ
フウ） 

1   世界中に幸せな風を吹かせてくれるような、子供達に育ってほしい 

 彩輝（サイキ）  1  多様な個性を生かし、1人 1 人が輝ける様なのびのびとした学園になってほしい 

 才華（サイカ）  1  「才華」は、才能が開花する意味を持っているから 

 桜花  1  千成小は桜が綺麗に咲くから 

 四季  1  四の季節でもみんな元気にすごしている 

 四春  1  ４つの学校が組み合わさって春をむかえるから 

 自然  1  自然がいっぱいある学校にしたいと思ったから 

 朱雀 1   豊中の南に位置し、南の象徴である朱雀が入っていたらいいと思ったので 

 初見ヶ月  1  初めて見た月のような学校 

 庄成七令和  1 
 庄内西と南の庄。千成の成、七中の七、そして令和 8 年にできるとのことだから、それ
にそれぞれの学校の名は、残しておきたいから。庄成第八令和校にしたい。 

 常光 1   常に光を放っていて、いつも輝いているところから 

 新緑  1  将来の希望にあふれるイメージ 

 成也 1  
 合併する学校全てに「な」という文字があるため 
 子どもたちに成長、成功、成人、成し遂げる事を期待し、立派也りと育んでほしい 

 星 
 星成 

 1 
 星は、きれいですきだから 
 千成の成をとって、星みたいにいろいろな児童たちがひとつひとつの個性をもって輝い
てほしい 

 星南 1   豊中の南に希望あふれる輝く星となるように 

 晴天  1   

 清流  1  きれいな学校がいいから 

 生庄  1  まだ庄内西小学校は生きているという気持ちがあったので 

 青木葉  1 
 アオキという花の花言葉で、季節が変わっても見た目は変わらないという意味で、新し
い学校でも変わらない見た目で、卒業生しても学校を思い出してほしいから 

 全学  1  全学年がしあわせにすごしてほしいから 

 聡明  1  みんなが理解力や判断力のすぐれた有能な子に育って欲しい 

 多校同  1  多い学校が同じになるから 

 多様性  1  いろいろな性格の人がいるから 

 大阪  1  大阪は面白いから 

 仲平  1  仲は、仲間のことで、平は、平和のこと 

 天空  1  空のようにたかい学園がいいなとおもったから 

 伸ゆく  1  学力のびて、自分のせものびて、ぜんぶがのびる学園！ 

 藤／藤の花  1  ふじのように美しく明るい学校にしたい 

 南十（字星）  1  ４つの学校が合わさるので、クレマチスという 4枚の花びらの花の名前を入れた 

 日西  1  新しい小学校を歓迎する 

 美南 1   南だけじゃ寂しいから美南にしました 

 豊芽 1  
 豊かに色んな才能を持つ子が芽生え、いきいきとした学校になってほしい 
 豊中から未来を担っていく芽が育っていってほしい 

 豊貴 1  
 豊中の豊かな自然や芸術を享受し、学生それぞれの心に気高く高貴な心を育む教
育をする 

 本の森  1   

 夢咲南 1  
 子どもたちの夢が咲きほこるような学校にという想いを込めて 
 仮称の南を入れることにより地域性と言葉の響きを良くした 

 明朗 1   嘘のない明るく朗らかな生徒が集まる学校になってもらいたい 

 明和 1   明るい平和を願う 

 木の実  1   

 優潤（ユウル） 1  
 優しさに溢れ潤いある学校 
 他者を思いやり優しい気持ちで接することができ、表情や声掛けで潤った学びの場で
あってほしい 

 優心  1  やさしい心でみんながすごせたらいいなー、と思ったので 

 龍門  1  前の学校がこの名前 

 髙小  1  高学年小学年入っている 

 流れ星  1   

 S 1  
 南の south、千成 sennari、special の頭文字 S から 
 アルファベットを使うことで、これまでの学校と違う特別感を入れ込みました 

 S・M・S 七  1 
 庄西と南と千成が合体するから S・M・S の頭文字をとって、中学校の七中を最後に付
けて、前まであった学校名を残せたら思い出だったり、忘れられなくなるから 

 X  1  かっこいいから 

  



【地名】 

地名 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 庄内○○ 35 35 
 庄内を誇りに思って欲しい／地域のほこりある地名なので 
 庄内地域がもっと活性化し輝きに満ちて、魅力ある町になってほしいから 
 庄内さくら学園と合わせ、庄内という言葉をつけて両校の統一感をだすため 

 千成○○ 7 29 
 学校の名前は地名からつけていることが多いから 
 「千成小学校」と「せんなりこども園」の跡地にできるので 

 豊中○○ 3 12 
 子どもたち一人ひとりが豊中市民としての誇りを持つとともに、豊中市への郷土愛を育
んでほしい 

 とよなか南○○ 
 豊中南○○ 
 豊中みなみ○○ 
 南豊中○○ 
 豊中サウス○○ 
 豊中南部○○ 

5 4 

 誰にでも分かりやすくというのが 1番だと思ったため 
 文化都市を誇る「豊中」は使いたい 
 複雑な校名ではなく、覚えてもらいたい 
 豊中南部の学校が統合する意味で南豊中 

 神崎○○ 
 神崎川○○ 

4  

 南校校区が神崎川に接しているため 
 神崎川の水の恵み、水の力強さ、のイメージが似合う 
 川の流れのように子供たち一人ひとりの小さな力を合わせることで大きな力（流れ）と
なり、地域で暮らし、成長していく中で社会に貢献していけるような人になってほしい 

 南○○ 1 2  南を入れることにより地域性と言葉の響きを良くした 

 マチカネ○○  2   

 南庄内○○ 1  

 地名であり、駅名である庄内 
 に愛着があり、庄内の地域で育ち、庄内の地域が育てる意味でも地名を大事にしたい 
 庄内さくら学園に対して南に位置するので 
 庄内南でも良いが、庄内南小とその他の学校関係者の公平を期するため 

 千成みなみ○○ 1  

 立地／町名が千成。「千成小学校」と「せんなりこども園」の跡地 
 千成瓢箪は、末広がりの縁起物。 
 市の南。皆見・皆実・美波（川沿） 
 ・「庄内」は入れない。（北校と紛らわしい。この立地を「庄内」とは呼ばない。最寄りは
三国・神崎川駅／大阪市のすぐ川向かい） 

 菰江○○ 1   学校跡地の昔の呼び名。昔があって、今があるのを忘れないために。 

 成庄○○ 1   千成と庄内の地名(学校名)から一字ずつもらって 

 第 7○○ 1   七中の名残 

 地名なし 30 259   

 

【学園・学校】 

学園・学校 
一般 

件数 

児童生徒 

件数 
理由・思い 

 ○○学園 78 233 
 複数の学校を含む組織を表現するには「学園」が適切かと思います 
 庄内さくら学園と合わせ、学園という言葉をつけて両校の統一感をだすため 

 ○○学校 4 73  

 ○○小中学校 1 14  

 ○○小中学園  4  

 ○○スクール 2   

 ○○義務教育学校 1   豊中の義務教育学校を背負っていく意味でも「義務教育学校」を使った方がいい 

 ○○学院  1  

 


